
令 和 7 年 度   

病害虫発生予報 第 3 号 (6 月予報) 

 

和 歌 山 県 農 作 物 病 害 虫 防 除 所   

＜予報の概要＞  

作 物 名  病 害 虫 名  発 生 量  作 物 名  病 害 虫 名  発 生 量  

水 稲  
 
 
 
 
 
 

い も ち 病  
ヒ メ ト ビ ウ ン カ  
縞 葉 枯 病  
ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ  
セ ジ ロ ウ ン カ  
ト ビ イ ロ ウ ン カ  
イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ  

並  
並  

や や 少  
並  
並  
並  

や や 少  

カ ン キ ツ  
 
 
 
 
 

黒 点 病  
か い よ う 病  
ミ カ ン ハ ダ ニ  
ヤ ノ ネ カ イ ガ ラ ム シ  
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  
ア ブ ラ ム シ 類  

や や 多  
並  

や や 少  
並  

や や 少  
や や 少  

カ キ  
 
 
 
 
 

う ど ん こ 病  
円 星 落 葉 病  
角 斑 落 葉 病  
カ キ ク ダ ア ザ ミ ウ マ  
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

並  
並  

や や 多  
並  

や や 多  
並  

ウ リ 科 野
菜  
 
 
 
 
 

モ ザ イ ク 病  
べ と 病  
褐 斑 病  
う ど ん こ 病  
疫 病  
つ る 枯 病  
炭 疽 病  

並  
や や 多  

並  
や や 少  

並  
並  
並  
 

モ モ  せ ん 孔 細 菌 病  
カ イ ガ ラ ム シ 類  

並  
や や 多  

キ ウ イ フ  
ル ー ツ  

か い よ う 病  並  
 野 菜 全 般  

 
 
 
 

ア ブ ラ ム シ 類  
ハ ダ ニ 類  
 

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

 

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

や や 多  
県北部 やや多 

県 中 部  並  

県 北 部  並  
県中部 やや多 

並  
や や 多  

果 樹 全 般  カ メ ム シ 類  や や 少  
 

 

気象予報 
 近 畿 地 方  1 か 月 予 報  (05/24～ 06/23)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向 こ う 1 か 月 の 気 温 、 降 水 量 、 日 照 時 間 の 各 階 級 の 確 率  (％ )  
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日照時間 近畿地方

気  温 近畿地方

降水量 近畿地方

20 40 40

20 40 40

40 40 20

低い（少ない） 平年並 高い（多い）

期間の前半は気温の変動が大きいでしょう。

天候
期間の前半は、天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。期間の後半は、平年と同様に曇りや雨の日が多いで
しょう。

向こう1か月
気温 平均気温は、平年並または高い確率ともに40％です。

05/24～06/23
降水量 降水量は、平年並または多い確率ともに40％です。

日照時間 日照時間は、平年並または少ない確率ともに40％です。

1週目
05/24～05/30

2週目
05/31～06/06

3～4週目
06/07～06/20

3～4週目は、高い確率50％です。

2025年05月22日14時30分 大阪管区気象台 発表

気温 1週目は、低い確率60％です。

気温 2週目は、高い確率50％です。

気温

特に注意を要する事項



Ⅰ. 水  稲 
 

 1. い も ち 病  (苗 い も ち 、 葉 い も ち )  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  低温 、 日 照 不 足、 長 雨 が 続 く 条 件 で発 生 し や す い 。  

    ②  県南 部 の 早 植 え地 域 の 常 発 地 で は 気象 条 件 に 注 意 し 、 発生 を 認 め た ら 直

ち に 薬剤 防 除 を 行 う 。  

    ③  県北 部 、 県 中 部の 普 通 期 栽 培 地 域 では 、 「 コ シ ヒ カ リ 」、 「 キ ヌ ヒ カ

リ 」 など の 罹 病 性 品 種 を 作付 け す る 場 合 に は 育苗 箱 施 薬 剤 を 施 用 する 。  

    ④  田植 え 後 の 余 り苗 を 水 田 に 放 置 し ない 。  

 

 2. ヒ メ ト ビ ウ ン カ お よ び 縞 葉 枯 病  

   (1) 予 報内 容   ヒ メト ビ ウ ン カ  発 生 量  並  

            縞葉 枯 病    発 生 量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  予察 灯 に よ る 5 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数は 、 紀 の 川 市 、 上 富田 町 お よ び 那 智

勝 浦 町で い ず れ も 0 頭  (平年 ： 紀 の 川 市 0 頭 、 上 富 田 町 0 頭 、 那 智 勝浦 町

0.2 頭 ) で あ っ た。  

    ②  県北 部 に お け るヒ メ ト ビ ウ ン カ  (越冬 世 代 ) の イ ネ 縞 葉枯 ウ イ ル ス 保 毒

虫 率 は、 和 歌 山 市 1.6％  (平 年 4.2％ ) 、 か つ ら ぎ 町 1.7％  (平 年 4.3％ ) 

で あ った 。  

    ③  県北 部 お よ び 中部 の 本 田 に お け る 前年 の イ ネ 縞 葉 枯 病 の発 生 面 積 率 は 0％

 (平 年 3％ ) で あっ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

①  イ ネ 苗 へ のヒ メ ト ビ ウ ンカ の 飛 来 を 防 ぐ た め、 雑 草 地 付 近 で の 育苗 を 避

け る 。  

    ②  田植 え 時 は ヒ メト ビ ウ ン カ に 効 果 があ る 育 苗 箱 施 薬 剤 を施 用 す る 。  

    ③  第 2 世 代 成 虫 は 6 月 中 旬 頃 に 水 田 に飛 来 し 、 第 3 世 代 幼虫 の 発 生 最 盛 期

は 6 月下 旬 頃 と 考 え ら れ るこ と か ら 、 前 年 に 縞葉 枯 病 の 発 生 が 認 めら れ た

地 域 では 、 こ の 時 期 の 幼 虫を 対 象 に 追 加 防 除 を行 う 。  

 

 3. ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  予察 灯 に よ る 5 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数は 、 紀 の 川 市 、 上 富田 町 お よ び 那 智

勝 浦 町で い ず れ も 0 頭  (平年 ： 紀 の 川 市 0 頭 、 上 富 田 町 0.2 頭 、 那 智勝 浦

町 0 頭 ) で あ っ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  田植 え 時 に ツ マグ ロ ヨ コ バ イ に 効 果が あ る 育 苗 箱 施 薬 剤を 施 用 す る 。  

 

 4. セ ジ ロ ウ ン カ  

   (1) 予 報内 容   発 生時 期  早 い  発 生 量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  予察 灯 へ の 初 飛来 は 、 上 富 田 町 5 月 3 日  (平 年 5 月 25 日 ) で あっ た 。 5

月 20 日 現 在 、 紀 の 川 市  (平 年 6 月 17 日 ) お よ び那 智 勝 浦 町  (平 年 5 月 28

日 ) では 飛 来 を 認 め て い ない 。  

    ②  予察 灯 に よ る 5 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数は 、 上 富 田 町 で 1 頭  (平 年 0.3 頭 )

 、 紀 の 川 市 およ び 那 智 勝 浦町 で い ず れ も 0 頭  (平 年 ： 紀 の川 市 0.1 頭 、



那 智 勝浦 町 0.6 頭 ) で あ った 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  田植 え 時 に セ ジロ ウ ン カ に 効 果 が ある 育 苗 箱 施 薬 剤 を 施用 す る 。  

    ②  フィ プ ロ ニ ル 剤に 対 す る 感 受 性 低 下が 報 告 さ れ て い る 。  

 

 5. ト ビ イ ロ ウ ン カ  

   (1) 予 報内 容   発 生時 期  並  発 生 量  並 

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  5 月 20 日 現 在 、県 内 の 予 察 灯  (紀 の 川 市 、 上富 田 町 、 那 智勝 浦 町 ) へ の

飛 来 は認 め ら れ て い な い  (平 年 の 5 月 1～ 20 日 の 誘殺 数 ： 紀 の 川 市 0 頭 、

上 富 田 町 0.1 頭 、 那 智 勝 浦 町 0 頭 。 平 年 の 初 飛来 日 ： 6 月 22 日 ) 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  田植 え 時 に ト ビイ ロ ウ ン カ に 効 果 があ る 育 苗 箱 施 薬 剤 を施 用 す る 。  

    ②  イミ ダ ク ロ プ リド 剤 、 ク ロ チ ア ニ ジン 剤 、 チ ア メ ト キ サム 剤 に 対 す る 感

受 性 低下 が 報 告 さ れ て い る。  

 

 6. イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  予察 灯 に よ る 5 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数は 、 紀 の 川 市 0 頭  (平 年 0.1 頭 ) 、

上 富 田 町 4 頭  (平 年 26.0 頭 ) 、 那 智 勝浦 町 4 頭  (平 年 17.7 頭 ) で あっ

た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

①  イ ネ ミ ズ ゾウ ム シ に 効 果が あ る 育 苗 箱 施 薬 剤を 施 用 し て い な い ほ場 で 、

田 植 え 3～ 7 日後 に 成 虫 に よる 食 害 株 率 が 30％ あ る い は 成虫 が 1 株 あ たり

0.5 頭 を 超 え る 場合 は 、 直 ちに 薬 剤 防 除 を 実 施 する 。  

 

 ※  水 稲 害 虫の 発 生 動 向 につ い て は 、 鳥 獣 害 対策 課 ウ ェ ブ ペ ー ジ 内農 作 物 病 害 虫 防  

  除所 の 水 稲 害 虫 の 予 察灯 誘 殺 消 長 も 参 考 にす る 。  

 

 

Ⅱ. 野  菜  

 

＜ウリ科野菜＞  

 1. モ ザ イ ク 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 施 設 栽培 キ ュ ウ リ お よ び 露地 栽 培 ス イ カ に お け る 5 月 中 旬 の 発

生 ほ 場率 は い ず れ も 0％  (平年 ： キ ュ ウ リ 0％ 、 スイ カ 0％ ) で あ っ た 。  

    ②  県中 部 の 施 設 栽培 キ ュ ウ リ お よ び 露地 栽 培 ス イ カ に お け る 5 月 下 旬 の 発

生 ほ 場率 は い ず れ も 0％  (平年 ： い ず れ も 0％ ) であ っ た 。  

    ③  アブ ラ ム シ 類 の発 生 は 平 年 並 と 予 想さ れ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  アブ ラ ム シ 類 の防 除 を 行 う 。  

 

 2. べ と 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 多  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 施 設 栽培 キ ュ ウ リ に お け る 5 月 中 旬 の 発 生 ほ 場率 は 40％  (平 年

48％ ) 、 発 病 葉 率 は 2.2％  (平 年 5.5％ ) で あ っ た。  



    ②  県中 部 の 施 設 栽培 キ ュ ウ リ に お け る 5 月 下 旬 の 発 生 ほ 場率 は 92％  (平 年

62％ ) 、 発 病 葉 率 は 21.1％  (平 年 14.0％ ) で あ った 。  

    ③  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  施設 栽 培 で は 換気 を 十 分 に 行 い 、 湿度 低 下 を 図 る 。  

    ②  薬剤 防 除 は 予 防散 布 を 重 点 に 、 薬 液が 葉 裏 に 十 分 か か るよ う に 行 う 。  

 

 3. 褐 斑 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 施 設 栽培 キ ュ ウ リ に お け る 5 月 中 旬 の 発 生 ほ 場率 は 10％  (平 年

9％ ) 、 発 病 葉 率 0.3％  (平 年 0.3％ ) で あ っ た 。  

    ②  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  施設 栽 培 で は 換気 を 十 分 に 行 い 、 湿度 低 下 を 図 る 。  

    ②  罹病 葉 や 収 穫 後の 残 さ は 速 や か に 処分 す る 。  

    ③  資材 に 付 着 し た病 原 菌 の 胞 子 が 伝 染源 に な る の で 、 支 柱等 再 利 用 す る 資

材 は 栽培 終 了 後 に 消 毒 す る。 ネ ッ ト や マ ル チ 等は 更 新 す る 。  

 

 4. う ど ん こ 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 施 設 栽培 キ ュ ウ リ に お け る 5 月 中 旬 の 発 生 ほ 場率 は 0％  (平 年 ：

発 生 ほ場 率 19％ 、 発 病 葉 率 1.3％ ) であ っ た 。  

    ②  県中 部 の 施 設 栽培 キ ュ ウ リ に お け る 5 月 下 旬 の 発 生 ほ 場率 は 33％  (平 年

79％ ) 、 発 病 葉 率 は 5.2％  (平 年 22.8％ ) で あ った 。  

    ③  県北 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年 0

％ ) であ っ た 。  

    ④  県中 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年 0

％ ) であ っ た 。  

    ⑤  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  施設 栽 培 や ト ンネ ル 栽 培 で は 風 通 しを 良 く し 、 薬 剤 防 除は 薬 液 が 葉 裏 に

も 十 分か か る よ う 丁 寧 に 散布 す る 。  

 

 5. 疫 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年 0

％ ) であ っ た 。  

    ②  県中 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年 0

％ ) であ っ た 。  

    ③  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  薬剤 防 除 は 予 防散 布 を 重 点 に 、 6 月 上 旬 頃 か ら定 期 的 に 行う 。  

    ②  ほ場 の 排 水 を 良く し 、 マ ル チ 、 敷 わら を 行 う 。  

  

 6. つ る 枯 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年 0

％ ) であ っ た 。  



    ②  県中 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年 0

％ ) であ っ た 。  

    ③  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  梅雨 期 の 降 雨 にと も な い 株 元 か ら 発病 す る の で 、 薬 剤 散布 に あ た っ て は     

薬 液 が株 元 に も 十 分 か か るよ う に 行 う 。  

 

 7. 炭 疽 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並    

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年 0

％ ) であ っ た 。  

    ②  県中 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平年 ： 発

生 ほ 場 率 7％ 、 発病 葉 率 0.6％ ) で あ った 。  

    ③  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  6 月 以 降 の 露 地条 件 で 降 雨 が 続 く と、 病 斑 上 の 胞 子 が 雨滴 な ど で 飛 散 す る

た め 被害 が 拡 大 し や す い 。降 雨 前 の 予 防 散 布 に努 め る 。  

 

＜野菜全般＞  

 1. ア ブ ラ ム シ 類  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 多  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 施 設 栽培 ナ ス に お け る 5 月下 旬 の モ モ ア カ ア ブラ ム シ の 発 生 ほ

場 率 は 0％  (平 年： 発 生 ほ 場 率 2％ 、 生息 葉 率 0.1％ ) 、 ワ タア ブ ラ ム シ の

発 生 ほ場 率 は 20％  (平 年 2％ ) 、 生 息葉 率 は 0.3％  (平 年 0.04％ ) であ っ

た 。  

    ②  県中 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 中 旬 の ワ タ ア ブ ラム シ の 発 生 ほ 場

率 は 88％  (平 年 58％ ) 、 生息 葉 率 は 4.9％  (平 年 2.8％ ) であ っ た 。  

    ③  黄色 水 盤  (紀 の川 市 ) の 5 月 1～ 20 日 の飛 来 数 は 166 頭  (平 年 163 頭 ) 

で あ った 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  薬剤 抵 抗 性 の 発達 を 遅 ら せ る た め に、 同 一 系 統 の 薬 剤 は連 用 し な い 。  

    ②  薬剤 散 布 に あ たっ て は 薬 液 が 葉 裏 に十 分 か か る よ う に 行う 。  

 

 2. ハ ダ ニ 類  

   (1) 予 報内 容   発 生量  県 北 部  や や 多  

               県 中 部  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 施 設 栽培 ナ ス に お け る 5 月下 旬 の カ ン ザ ワ ハ ダニ の 発 生 ほ 場 率

は 10％  (平 年 15％ ) 、 生 息葉 率 は 0.1％  (平 年 1.4％ ) 、 ナミ ハ ダ ニ の発

生 ほ 場率 は 20％  (平 年 2％ ) 、 生 息 葉率 は 1.7％  (平 年 0.1％ ) で あっ

た 。  

    ②  県中 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 中 旬 の カ ン ザ ワ ハダ ニ の 発 生 ほ 場

率 は 56％  (平 年 60％ ) 、 生息 葉 率 は 7.6％  (平 年 6.5％ ) 、ナ ミ ハ ダ ニの

発 生 ほ場 率 は 19％  (平 年 6％ )、 生 息 葉 率 は 0.6％  (平 年 0.9％ ) で あっ

た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  薬剤 抵 抗 性 の 発達 を 遅 ら せ る た め に、 同 一 系 統 の 薬 剤 は連 用 し な い 。  

    ②  薬剤 散 布 に あ たっ て は 薬 液 が 葉 裏 に十 分 か か る よ う に 行う 。  

 



 3. ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  県 北 部  並  

               県 中 部  や や 多  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 施 設 栽培 ナ ス に お け る 5 月下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 30％  (平 年 24

％ ) 、生 息 葉 率 は 2.7％  (平 年 4.3％ ) で あ っ た 。  

    ②  県中 部 の 施 設 栽培 キ ュ ウ リ に お け る 5 月 下 旬 の 発 生 ほ 場率 は 60％  (平 年

48％ ) 、 生 息 葉 率 は 6.2％  (平 年 4.7％ ) で あ っ た。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  発生 の 多 い 場 合 は 4～ 5 日 間 隔 で 2 回以 上 、 薬 剤 を 散 布 する 。  

    ②  施設 栽 培 で は 、栽 培 終 了 後 に 抜 根 した 上 で 7～ 10 日 間 以上 施 設 を 密 閉 し

て 死 滅さ せ 、 後 作 や 周 辺 の野 菜 等 で の 発 生 源 とな ら な い よ う に す る。  

    ③  ミナ ミ キ イ ロ アザ ミ ウ マ は 、 キ ュ ウリ 黄 化 え そ 病 の 病 原ウ イ ル ス で あ る

メ ロ ン黄 化 え そ ウ イ ル ス を媒 介 す る 。  

 

 4. ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 の 施 設 栽培 ナ ス に お け る 5 月下 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年： 発 生

ほ 場 率 0％ 、 生 息葉 率 0％ ) で あ っ た。  

    ②  県中 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平年 ： 発

生 ほ 場 率 1％ 、 生息 葉 率 0.0％ ) で あ った 。  

    ③  県中 部 の 施 設 栽培 キ ュ ウ リ に お け る 5 月 下 旬 の 発 生 ほ 場率 は 0％  (平 年 ：

発 生 ほ場 率 15％ 、 生 息 葉 率 2.8％ ) であ っ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

①  ミ ナ ミ キ イロ ア ザ ミ ウ マに 準 ず る 。  

 

 5. シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 多  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県中 部 の 露 地 栽培 ス イ カ に お け る 5 月 中 旬 の 発 生 ほ 場 率 は 6％ 、 生息 葉 率

0％ 、 被 害 果 率 0.1％  (平 年 ： 発 生 ほ場 率 5％ 、 生息 葉 率 0.1％ 、 被 害 果率

0.1％ ) で あ った 。  

    ②  フェ ロ モ ン ト ラッ プ に よ る 5 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、 紀の 川 市 11 頭  (平

年 4.9 頭 ) 、 御 坊 市 64 頭  (平 年 28.3 頭 ) で あ った 。  

    ③  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  若齢 幼 虫 を 対 象に 初 期 防 除 に 努 め る。  

    ②  幼虫 は 作 物 の 生長 点 付 近 の 未 展 開 葉の 芯 部 に 潜 入 す る ので 、 薬 剤 に よ る

防 除 効果 が 上 が り に く い 。初 期 は 局 部 的 に 発 生す る の で 、 管 理 作 業時 に 見

つ け しだ い 捕 殺 す る 。  

    ③  施設 栽 培 で は 、栽 培 終 了 後 に 20 日 程 度 施 設 を 密閉 し て 死 滅さ せ 、 後 作 の

発 生 源に な ら な い よ う に する 。  

 

 

Ⅲ．果  樹  

 

＜カンキツ＞  

 1． 黒 点 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 多  



   (2) 予 報の 根 拠  

①  6 月 の気 象 予 報 に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  5 月 下旬 ま で に薬 剤 散 布 を 実 施 し てい な い ほ 場 で は 早 急  (6 月 上 旬 ) に 防

除 を 行う 。  

    ②  マン ゼ ブ 剤 ま たは マ ン ネ ブ 剤 を 用 いる 場 合 、 散 布 後 の 累積 降 水 量 が 200～

250mm とな っ た 時 点 、 ま たは 1 か 月を 経 過 し た時 点 の ど ち ら か の 早い タ イ

ミ ン グで 次 の 散 布 を 行 う 。  

    ③  伝染 源 と な る 枯枝 や 剪 定 枝 の 処 理 を徹 底 す る 。  

 

 2． か い よ う 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  予察 ほ 場  (無 防除 、 有 田 川 町 奥 ) にお け る 越 冬 病 斑 の 発生 葉 率 は 6.7 

     ％  (平 年 9.2％ ) で あ っ た 。  

    ②  前 年 10 月 中 旬の 県 北 部  (海 南 市 下津 町 ) 、 県 中 部 、 県南 部  (田 辺 市 ) に

お け る春 葉 発 病 の 発 生 ほ 場率 は 25％  (平 年 19％ ) 、 発 病 葉 率 は 1.2％  (平

年 0.5％ ) で あ った 。  

    ③  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  薬害 対 策 を 講 じた 上 で 銅 水 和 剤 の 予防 散 布 を 行 う 。  

    ②  罹病 枝 葉 の 剪 除と 防 風 垣 や 防 風 ネ ット の 整 備 に 努 め る 。  

 

 3． ミ カ ン ハ ダ ニ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  予察ほ場における 5 月中 旬 の 100 葉 あ たり の 雌 成 虫 数 は、無 防 除 区 2 頭  (平

年 34.5 頭 、 多 発 年 で あ っ た令 和 元 年 を 除 い た 過 去 9 年の 平 均 12.6 頭 ) 、

マ シ ン油 乳 剤 を 散 布 し て いる 慣 行 防 除 区 0 頭  (平 年 0 頭 ) で あ っ た 。  

    ②  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  薬剤 抵 抗 性 対 策と し て マ シ ン 油 乳 剤の 散 布 を 励 行 す る 。マ シン 油 乳 剤 の 散

布 は 発生 初 期 に 行 う と 高 い防 除 効 果 が 得 ら れ る。  

 

 4． ヤ ノ ネ カ イ ガ ラ ム シ  

   (1) 予 報内 容   発 生時 期  並  

           第 1 世 代 1 齢 幼 虫 最 盛 期 5 月 26～ 30 日  

           同     2 齢 幼 虫 最 盛 期 6 月 17～ 26 日   

           同      雌成 虫 初 発 日   6 月 20～ 24 日  

           発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  予察 ほ 場  (無 防除 、有 田 川 町 奥 ) にお け る 第 1 世 代 1 齢幼 虫 の 初 発 は 5 月

13 日  (平 年 5 月 11 日 ) で あっ た 。  

    ②  前 年 10 月 中 旬の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年 5％ ) 、 寄 生 果率 は 0％  (平 年  

     0.3％ ) で あ っ た。  

    ③  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  防除 適 期 の 2 齢 幼 虫 最 盛 期に ネ オ ニコ チ ノ イ ド 系 等 の 殺虫 剤 を 散 布 す る。 

 

 5． チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  



    ①  予察 ほ 場  (無 防除 ) に お け る 黄 色 粘着 ト ラ ッ プ に よ る 5 月 1～ 20 日 の 誘 殺

数 は 由良 町 13 頭  (平 年 31.1 頭 ) 、有 田 川 町 4 頭  (平 年 13.7 頭 ) で あっ

た 。  

    ②  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  地 域 で の 発 生 消 長 調 査 の 結 果 を 参 考 に す る と と も に ほ 場 内 の 観 察 に 努 め 、

適 期 に薬 剤 散 布 を 行 う 。  

②  防 風 樹 の イヌ マ キ や サ ンゴ ジ ュ の 近 く で は 発生 が 多 く な る の で、特 に 丁 寧

に 薬 剤防 除 を 行 う 。  

 

 6． ア ブ ラ ム シ 類  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  予察 ほ 場  (無 防除 、 有 田 川 町 奥 ) にお け る 5 月 中 旬 の 発生 新 梢 率 は 0 

     ％  (平 年 1.7％ )で あ っ た。  

    ②  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  各ほ 場 で 発 生 状況 を 観 察 し 、 適 期 防除 に 努 め る 。  

 

＜カ キ＞  

 1． う ど ん こ 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 に お ける 5 月 中 旬 の「 富 有 」で の 発 生 ほ 場 率は 12％  (平年 20％ )、

発 病 葉率 は 0.3％  (平 年 0.5％ ) で あ った 。  

    ②  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  伝染 源 と な る 病斑 上 の 分 生 子 は 、6 月 以 降 活 発 に形 成 さ れ伝 染 を 繰 り 返 す。

病 原 菌 は 葉 裏 の 気 孔 か ら 侵 入 す る た め 、 薬 剤 防 除 に あ た っ て は 葉 裏 に も 丁

寧 に 薬液 を 散 布 す る 。  

 

 2. 円 星 落 葉 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  前 年 10 月 の「 富有 」に お け る 発 生ほ 場 率 は 25％  (平 年 41％ ) 、発 病葉 率

は 5.9％  (平 年 3.3％ ) で あっ た 。  

    ②  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  子の う 胞 子 飛 散は 、5 月 上 中 旬 か ら 始ま り 、5 月 下 旬 ～ 7 月 中 旬 の 降 雨後 に

多 い 。二 次 感 染 は し な い 。  

    ②  薬剤 防 除 は 、 5 月 か ら 8 月 ま で マ ンゼ ブ 水 和 剤 、 マ ン ネブ 水 和 剤 、 有 機 銅

水 和 剤等 を 定 期 的 に 予 防 散布 す る 。     

 

 3. 角 斑 落 葉 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  やや多 

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  前 年 10 月 の「 富有 」に お け る 発 生ほ 場 率 は 94％  (平 年 70％ ) 、発 病葉 率

は 15.2％  (平 年 11.8％ ) であ っ た 。  

    ②  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  分生 子 に よ る 感染 は 5 月上 中 旬 か ら始 ま り 、 7 月 中 下 旬ま で 続 く 。 二 次 感



染 を 繰り 返 す 。  

    ②  薬剤 防 除 は 円 星落 葉 病 に 準 ず る 。  

 

 4. カ キ ク ダ ア ザ ミ ウ マ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 に お け る 5 月 中 旬 の 発 生 ほ 場率 は 0％  (平 年 1％ ) で あ っ た。  

    ②  予察 ほ 場  (無 防除 、紀 の 川 市 粉 河 ) に お け る 黄 色 粘 着 トラ ッ プ に よ る 4 月

21 日 ～ 5 月 20 日 の 誘 殺 数 は 0 頭  (平 年 0 頭 ) であ っ た 。  

    ③  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  防除 適 期 は 新 成虫 飛 来 期 の 6 月 上 中旬 で あ る 。  

 

 5. チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 多  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  予察 ほ 場  (無 防除 、紀 の 川 市 粉 河 ) に お け る 黄 色 粘 着 トラ ッ プ に よ る 4 月

21 日 ～ 5 月 20 日 の 誘 殺 数 は 8 頭  (平 年 3.6 頭 ) で あ っ た 。  

    ②  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  防除 適 期 は 新 成虫 飛 来 期 の 6 月 中 下旬 で あ る 。  

 

 6. フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 に お け る 5 月 中 旬 の 「 富 有 」で の 発 生 ほ 場 率 は 0％  (平 年 5％ ) 、  

     寄 生 花 蕾 率 は 0％  (平 年 0.2％ ) で あっ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  防除 適 期 で あ るふ 化 幼 虫 発 生 盛 期 の 6 月 上 中 旬 に 薬 剤 を散 布 す る 。多 発 ほ

場 で は特 に 丁 寧 な 散 布 を 心が け る 。  

 

＜モ モ＞  

 1. せ ん 孔 細 菌 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 に お け る 5 月 中 旬 の 葉 で の 発生 ほ 場 率 は 60％  (平 年 63％ ) 、 発 病

葉 率 は 1.1％  (平 年 2.2％ ) で あ っ た 。  

    ②  県北 部 に お ける 5 月 中 旬 の 果 実 で の発 生 ほ 場 率は 0％  (過去 7 年 の 平 均 14

％ ) 、発 病 果 率 は 0％  (同 0.5％ ) で あっ た 。  

    ③  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  防風 ネ ッ ト 、 防風 樹 の 設 置 な ど の 防風 対 策 を 励 行 す る 。  

 

 2. カ イ ガ ラ ム シ 類  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 多  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 に お け る 5 月 中 旬 の カ イ ガ ラム シ 類  (ウ メ シ ロ カイ ガ ラ ム シ・ク ワ

シ ロ カイ ガ ラ ム シ ・ ナ シ マル カ イ ガ ラ ム シ ) の 寄 生枝 の 発 生 ほ 場 率 は 10％

 (平 年 5％ ) 、 寄生 枝 率 は 0.6％  (平 年 0.2％ ) であ っ た 。  

    ②  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  



    ①  防除 適 期 で あ るふ 化 幼 虫 発 生 盛 期 に薬 剤 を 散 布 す る 。多 発 ほ場 で は 特 に 丁

寧 な 散布 を 心 が け る 。  

    ②  近年 の 第 2 世 代ふ 化 幼 虫 発 生 盛 期は 、 ウ メ シ ロ カ イ ガラ ム シ が 7 月 1～ 5

日 頃、ク ワ シ ロカ イ ガ ラ ムシ が 7 月 11～ 15 日 頃 、ナシ マ ル カ イ ガ ラ ムシ が

7 月 21 日 ～ 8 月 5 日 頃 で ある 。 ほ 場 の 主 な 発 生種 に 合 わ せ て 薬 剤 散布 を 行

う 。  

 

＜キウイフルーツ＞  

 1. か い よ う 病  

   (1) 予 報内 容   発 生量  並  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  県北 部 に お け る 5 月 中 旬 の 発 病 葉 の発 生 ほ 場 率 は 0％  (過 去 6 年 の 平 均 0

％ ) であ っ た 。  

    ②  6 月 の 気 象 予 報に よ る 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  新梢 の 萎 れ・黒 変 や 樹 液の 漏 出 が みら れ る 枝 は、前 年 枝の 基 部 か ら 切 除 す

る 。  

    ②  作業 に 使 用 し た器 具 類  (ハ サ ミ 、 ノコ ギ リ 等 ) は 70％ エタ ノ ー ル で 消 毒

す る 。  

    ③  風当 た り の 強 いほ 場 で は 、 防 風 対 策を 行 う 。  
 

＜果樹全般＞  

  1. カ メ ム シ 類  

   (1) 予 報内 容   発 生量  や や 少  

   (2) 予 報の 根 拠  

    ①  紀の 川 市 粉 河 の予 察 灯 に お け る 5 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数 は 、チャ バ ネ ア オ カ

メ ム シ が 94 頭  (前 年 3,279 頭 、 平 年 482 頭 ) 、 ツ ヤ アオ カ メ ム シ が 79 頭  

(前 年 1,027 頭、 平 年 196 頭 ) で あ っ た。  

    ②  有田 川 町 奥 の 予察 灯 に お け る 5 月 1～ 20 日 の 誘殺 数 は 、チ ャ バネ ア オ カ メ

ム シ が 38 頭  (前 年 479 頭 、 平 年 131 頭 ) 、 ツ ヤア オ カ メ ム シ が 56 頭  (前

年 657 頭 、 平 年 318 頭 ) であ っ た 。  

    ③  みな べ 町 東 本 庄の 予 察 灯 に お け る 5 月 1～ 20 日 の 誘 殺 数は 、チ ャ バ ネ ア オ

カ メ ムシ が 58 頭  (前 年 1,015 頭 、 平 年 270 頭 ) 、 ツ ヤア オ カ メ ム シ が 336

頭  (前 年 3,895 頭 、 平 年 1,714 頭 ) で あ っ た 。  

   (3) 防 除上 考 慮 す べ き諸 点  

    ①  果樹 カ メ ム シ 類の 飛 来 量 は ほ 場 間 差が 大 き い の で 、ほ 場 内 での 発 生 お よ び

被 害 状況 を 観 察 し 、 防 除 は発 生 に 応 じ て 早 め に行 う 。  

    ②  山林 に 隣 接 す るほ 場 で カ メ ム シ 類 の飛 来 す る 時 期 が 早 いの で 、こ の よ う な

ほ 場 では 特 に 注 意 が 必 要 であ る 。  

    ③  ウメ の 被 害 は 品種 間 差 が 大 き い 。小 梅 類等 の 収 穫 の 早 い品 種 で 集 中 し て 加

害 さ れる 傾 向 が あ る の で 、こ れ ら の 品 種 で は 特に 注 意 が 必 要 で あ る。  

    ④  カキ で は 「 富 有」 で 被 害 が 大 き い ため 、 特 に 注 意 が 必 要で あ る 。  

    ⑤  今後 の 発 生 動 向に つ い て は 、農 林 水産 部 鳥 獣 害 対 策 課 ウェ ブ ペ ー ジ 内 農 作

物 病 害 虫 防 除 所 の 果 樹 カ メ ム シ 情 報 や 各 地 域 の 振 興 局 農 業 水 産 振 興 課 、 Ｊ

Ａ 等 の情 報 を 参 考 に す る 。  

 

 

 

 

 



 

  本情 報 は 、 下 記 の 方 法で も ご 覧 頂 け ま す 。  

 ○ 鳥 獣 害 対 策 課 ウ ェ ブ ペ ー ジ    <農 作 物 病 害 虫防 除 所 > 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/072000/d00216368.html  

○ 和 歌 山 県 ホ ー ム ペ ー ジ    <わ か やま 県 政 ニ ュ ース > 

  http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/  

 ※ 詳し く は 、 農 作 物 病 害虫 防 除 所 の 各 担 当 まで お 願 い し ま す 。  

   水 稲 、 野 菜 、 花 き  

    本 所  (紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 )            T EL 0 736- 64- 2300 

カ ン キツ  

    有 田 川 駐 在  (有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 )         T EL 0 737- 52- 4320 

カ キ 、モ モ  

    紀 の 川 駐 在  (紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ) TEL 0 736- 73- 2274 

ウ メ  

    み な べ 駐 在  (み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 )    T EL 0 739- 74- 3780 

 


